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記　　事

例会記録

日本医史学会 11月例会

平成 29年 11月 25日 （土）

順天堂大学 10号館 1階 105カンファレンスルーム

シンポジウム：わたしはなぜ医学史・医療史を 

まなぶのか

1．行動しながらの医療史 

―精神科医として― 岡田靖雄

2．複合領域としての医療史・医学史・科学史 

 月澤美代子

3．臨床医学と社会医学の接点 

―予防接種史を中心に― 渡部幹夫

4．医学史・医療史と公衆衛生 

―マキューン・テーゼから歴史人口学へ― 

 逢見憲一

日本医史学会・日本薬史学会・日本獣医史学会・

日本歯科医史学会・日本看護歴史学会・洋学史学

会　合同 12月例会 平成 29年 12月 16日 （土）

順天堂大学 10号館 1階 105

1．シーボルト事件で罰せられた三通詞 

 洋学史学会：片桐一男

2．シソの古典的記述から 

 日本薬史学会：伊藤美千穂

3．犬の狂犬病頭数の消長と撲滅までの社会的要因

分析 日本獣医史学会：唐仁原景昭

4．西東三鬼と平畑静塔らの戦争俳句 

―治安維持法との関わりについて 

 日本歯科医史学会：北野元生

5．陸軍看護制度の成立過程 

～橋本綱常の上申を中心に～ 

 日本看護歴史学会：鈴木紀子

6．自筆資料からみる曲直瀬道三の医学と医療 

 日本医史学会：町泉寿郎

日本医史学会 1月例会 平成 30年 1月 27日 （土）

順天堂大学 10号館 105

1．ガレノスの生涯とその時代 澤井　直

2．あの闘争はなんだったのか 

―ぼくの場合― 岡田靖雄 

 

例会抄録

『神農本草経集注』と『新修本草』
―苦菜をめぐる両者のスタンスについて―

岩間眞知子

はじめに

茶は，唐の『新修本草』で初めて本草書に取り

上げられたとされてきた．しかし宋の『太平御覧』

には，『新修本草』以前の文献と考えられる『桐

君録』などに茶の記事がある．茶は，『新修本草』

で初めて登場したとして良いのだろうか．

新修本草

中国初の勅撰本草『新修本草』は，陶弘景によ

る『神農本草経集注（以下，本草集注と略称）』


